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町内の主なできごとと、頑張っている皆さんの姿をお伝えします！

ま ち の わ だ いMAKUBETSU  TOWN NEWS

春の交通安全街頭啓発

交通安全を呼びかける
　春の全国交通安全運動の一環として、新入学児童交通
安全街頭啓発を町内の小中学校通学路で行いました。
　町内事業所の社員や近
隣住民など延べ344人が
交通安全旗を手に街頭に
立ち、ドライバーや登校
する児童に交通安全を呼
びかけました。

100歳を祝う会

奥田義雄さん100歳
　奥田義雄さんが100歳を迎え、自宅に親族が集まり長
寿のお祝いが行われました。
　義雄さんは昭和20年に結婚後、１男２女の子ども、６
人の孫、５人のひ孫に恵まれました。パークゴルフや旅
行などが好きで、老人会の旅行にもよく参加している
ようです。
　平成30年１月に施設に入所しましたが、今も散歩す
るなどして、元気にすごしています。

4/11

4/10

忠類歯科診療所歯科医師 佐竹正明さん退任

28年間の診療に感謝
　平成２年から忠類歯科診療所で歯科医師として地域
住民の歯科医療の確保に尽力されてきた佐竹正明さん
が退任し、最後の診療を終えました。佐竹さんは町嘱託
医師、国民健康保険運営協議会委員などを務め、地域医
療・保健福祉の進展に貢献されてきました。28年間の診
療を終えたこの日、飯田町長から労いの気持ちを込め
て記念品が贈られました。

3/20

シルバーふれ愛まつり

日ごろの成果を披露
　百年記念ホールで幕別町老人クラブ連合会主催のシ
ルバーふれ愛まつりが開催されました。
　大ホールでは、趣味や
学習で習得したダンスや
合唱が披露されました。
ギャラリーでは書道作品
などが展示され、来場者
を楽しませていました。

3/29

100歳を祝う会

大野恭子さんの100歳を祝う
　大野さんの100歳を祝う会が開かれ、親族などたくさ
んの人が訪れ長寿を祝いました。
　親族から花束などが贈
られ、恭子さんは、お祝い
に訪れた皆さんに、はっ
きりした口調で「どうも
ありがとう」とお礼をし
ていました。

4/12

生涯学習講座 ジャズピアノコンサート

魂のピアノ演奏で会場魅了
　世界的ジャズミュージシャン板
橋文夫さんの「ジャズピアノコン
サート」が忠類保育所で開かれ、約
120人が来場しました。地元民謡
サークル「こぶし会」とのジャズと
民謡のセッションを披露。板橋さ
んが全身を使って奏でる迫力満点
の演奏が会場を圧倒しました。

3/20

100歳を祝う会

二川タマエさん めでたく100歳
　二川タマエさんの100歳を祝う会が「ふらっと忠類」
で開かれ、訪れた親族などたくさんの人が長寿を祝い
ました。
　タマエさんは忠類明和に生まれ、農業を営んでいた
正夫さんと結婚後、２男３女の子ども、孫９人、ひ孫11
人に恵まれました。野坂施設長からお祝いの花束が手
渡されると、あたたかい拍手が会場いっぱいに広がり、
タマエさんも笑顔で応えていました。

3/31

ニラとゆり根を食する集い

旬の地元特産品を味わう
　「ニラとゆり根を食する集い（町
商工会主催）」が幕別、忠類、札内の
３会場で開催され、町特産のゆり
根と旬のニラを使った料理に舌鼓
をうちました。忠類会場（ナウマン
温泉ホテルアルコ236）では「ゆり
根とニラ入りの大エビグラタン」
など６品を堪能していました。

3/23
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ふるさと館ジュニアスクール開講式・サケ稚魚放流

幕別小学校全校一斉集団下校訓練

「大きくなって戻ってきてね」

みんなで110番の家を確認

　町内の小学５・６年生を対象に、自然や歴史に触れな
がらふるさとについて学ぶ、「ふるさと館ジュニアス
クール」の開講式が行わ
れ、新たに７人の児童が入
校しました。開講式終了後
は最初の学習として、サケ
の稚魚約1,000匹を途別川
に放流しました。

　幕別小学校で全校一斉の集団下校訓練を実施しまし
た。
　訓練時は、子ども110番
の家マップを参考に、子
ども110番の家協力者や
駐在所職員との顔合わせ
を行うなど、地域との連
携を図りました。

4/14

4/20

まくべつ農村アカデミー入校式

未来の農業の担い手に
　まくべつ農村アカデミーの第23
期入校式が行われ、4コース15人が
入校しました。
　入校式では入校生代表の高橋直
久さん（リーダーコース）が「幕別
農業の担い手として自信を持って
農業経営できるように励みたい」
と決意を語りました。

4/17

しらかば大学入学式

新たに19人が入学
　しらかば大学の入学式が町民会館で行われ、19人の
新入生が、「頭を少しでも活性化できれば」、「皆さんと
仲良く学びたい」などと抱負を語りました。
　しらかば大学は60歳以上の町民を対象とした学びの
場で、現在172人がそれぞれの専門科目に分かれて学ん
でいます。今年度から、コグニサイズや健康マージャン
など頭の体操を行う「脳トレ科」が新学科として追加さ
れました。

4/12

　４月９日㊊、町内全９校の小学校で入学式が行わ
れました。今年は全校合わせて259人の新１年生が
入学し、元気いっぱいに学校生活をスタートしまし
た。

▲途別小学校　５人入学

▲幕別小学校　29人入学
▶明倫小学校
　３人入学

▶
忠
類
小
学
校
　

13
人
入
学

▶
札
内
北
小
学
校
　

44
人
入
学

◀
白
人
小
学
校
　

31
人
入
学

◀
糠
内
小
学
校
　
６
人
入
学

◀
札
内
南
小
学
校
　
125
人
入
学

▶
古
舞
小
学
校
　

３
人
入
学
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【
海
外
研
修
の
主
な
日
程
】

３
月
24
日
㊏

・
出
発
式（
と
か
ち
帯
広
空
港
）

・
羽
田
空
港
出
発

３
月
25
日
㊐

・
シ
ド
ニ
ー
国
際
空
港
到
着

・
シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学

　
（
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
等
）

・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
メ
ル
ロ
ー
ズ

  

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
到
着

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

３
月
26
日
㊊
～
３
月
29
日
㊍

・
学
校
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

  （
ダ
ン
ス
、ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く
り
、

登
山
、国
立
博
物
館
見
学
な
ど
）

・
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

３
月
30
日
㊎
～
31
日
㊏

・
世
界
遺
産
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
見
学

・
シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学

・
シ
ド
ニ
ー
国
際
空
港
出
発

４
月
１
日
㊐

・
羽
田
空
港
到
着

・
解
散
式（
と
か
ち
帯
広
空
港
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

学
ん
だ
こ
と
、感
じ
た
こ
と

中
学
生
・
高
校
生
18
人
が
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
平
成
30
年
３
月
24
日
㊏
～
４
月
１
日
㊐
の
９
日

間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。研
修
生
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現
地
の
学

校
の
授
業
な
ど
を
通
じ
、日
本
と
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
学
び
ま
し
た
。

近
野  

正
樹（
幕
別
中
）

　
観
光
と
し
て
ツ
ア
ー

に
行
く
の
で
は
味
わ
え

な
い
、
現
地
の
暮
ら
し

な
ど
が
新
鮮
だ
っ
た
。

𠮷
田  

篤
史（
幕
別
中
）

　
学
校
体
験
で
は
、
生

徒
全
員
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
授
業
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

井
出  

大
喜（
糠
内
中
）

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
見

学
に
行
っ
た
と
き
に
迫

力
が
す
ご
く
て
感
動
し

た
。

佐
藤  

鈴
蘭（
札
内
中
）

　
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は
、

エ
ゾ
シ
カ
と
同
じ
よ
う

な
感
じ
で
カ
ン
ガ
ル
ー

が
い
て
驚
い
た
。

松
田
悠
里
子（
札
内
中
）

　
シ
ド
ニ
ー
の
古
い
町

並
み
を
見
た
と
き
に
、

日
本
と
違
う
古
い
歴
史

に
面
白
さ
を
感
じ
た
。

馬
渕  

空（
札
内
中
）

　
思
っ
て
い
た
よ
り
も
英

語
で
話
す
こ
と
が
で
き
た

け
ど
、
も
っ
と
勉
強
し
な

き
ゃ
と
思
っ
た
。

赤
木
　
祈（
札
内
中
）

　
ホ
ス
ト
バ
デ
ィ
と
お
互

い
に
紙
幣
を
見
せ
合
っ
て

い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

奥
村  

唯
乃（
札
内
中
）

　
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ

メ
の
こ
と
を
話
し
て
い
る

生
徒
が
い
て
日
本
人
と
し

て
う
れ
し
か
っ
た
。

吉
仲  

舞
優（
札
内
中
）

　
学
校
体
験
で
、
は
虫
類

や
羊
に
ふ
れ
あ
う
な
ど
と

て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

戸
叶  
萌
子（
札
内
中
）

　
英
語
が
不
安
だ
っ
た

け
ど
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
て
よ
か
っ
た
。

村
岡  

星
玲（
札
内
東
中
）

　
文
化
の
違
い
な
ど
、

色
々
な
こ
と
を
身
近
な

と
こ
ろ
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

後
藤
　
碧（
札
内
東
中
）

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
会
話
で
、上
手
く

話
す
こ
と
が
で
き
な
く

て
悔
し
か
っ
た
。

佐
藤  

成
美（
札
内
東
中
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
た
ち
は
、
感
情
を
伝

え
る
の
が
上
手
か
っ
た

の
で
見
習
い
た
い
。

原
　
心
海（
札
内
東
中
）

　
現
地
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
大
好
き
に
な
っ
た
。

遠
藤
健
太
郎（
札
内
東
中
）

　
食
べ
物
に
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
カ
ン
ガ
ル
ー
肉

な
ど
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

梅
津
　
翔（
忠
類
中
）

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

食
文
化
な
ど
、
色
々
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

甚
野  

里
央（
江
陵
高
）

　
日
本
と
海
外
の
文
化

の
違
い
な
ど
、
そ
の
場

に
行
か
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
知
れ
た
。

若
月  

悠
介（
幕
別
高
）

　

町
並
み
や
建
物
の
大

き
さ
、食
生
活
や
学
校
で

の
生
活
の
違
い
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

防災環境課
防災危機管理係

（☎ 54-6601）

vol.13

テーマ

５月１日から緊急速報メールを
活用して洪水情報が配信されます

緊急速報メール

留意事項
①携帯電話事業者毎の基地局や通信システムの関係により、配信対象となる地区よりも広範囲のエリアに

緊急速報メールが送信されることがあります。
②携帯電話の電源が入っていない場合や、圏外、電波状況の悪い場所、機内モード時、通話中、パケット通信

中の場合は受信することができません。
③ご利用の機種により、緊急速報メールに対応していない場合があります。
④緊急速報メールを受信するために、受信設定が必要な場合があります。
　詳細については、各携帯電話会社のホームページでご確認ください。

　洪水情報とは、十勝川、札内川の水位が大雨により上昇し、避難勧告等の発令基準となる「氾濫危険水位」
を超過した場合や堤防決壊等により氾濫が発生した場合に配信する情報です。
　携帯電話事業者が提供する 「緊急速報メール」のサービスを活用して、洪水情報を携帯電話ユーザーの皆
さんにお知らせします。
洪水情報を受信した場合には、すぐに適切な防災行動（避難など）をしましょう。

※今回のメール配信は、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者が提供する 「緊急速報メール」のサー
ビスを活用して洪水情報を携帯電話ユーザーへお知らせするものであり、水害時に流域住民の主体的な
避難を促進する取り組みとして国土交通省が実施します。

洪水情報の配信イメージ

北海道開発局帯広開発建設部広報官（☎0155-24-3193）
　 北海道開発局帯広開発建設部治水課（☎0155-24-4105）

緊急速報メール

　洪水情報とは、十勝川、札内川の水位が大雨により上昇し、避難勧告等の発令基準となる「氾濫危険水位」
を超過した場合や堤防決壊等により氾濫が発生した場合に配信する情報です。
　携帯電話事業者が提供する 「緊急速報メール」のサービスを活用して、洪水情報を携帯電話ユーザーの皆
さんにお知らせします。
　洪水情報を受信した場合には、すぐに適切な防災行動（避難など）をしましょう。
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